
課題研究 

３．実施科目等 

１．商 品 名 等 

商品名 マッサージオイル 

商品写真(イメージ等) 商品説明(コンセプト等) 

 南大隅高校の自転車競技部は全国

大会常連校です。そんな部員があっ

たらいいなを形にしました。 

きっかけは課題研究で商品開発を

考えるでした。地元の物を上手に活

用できないか考えていたところ、コ

スメを手がける地元の企業「ボタニ

カルファクトリー」さんと関わるこ

とができました。 

普段高価なマッサージオイルを少

しでも安く提供できないか、このオ

イルを使用することでパフォーマン

スの向上に繋げられないか、といっ

たアスリート目線の商品となってい

ます。 

 

鹿児島県 

２．学 校 紹 介 

 学 校 名 鹿児島県立南大隅高等学校 電 話 ０９９４－２４－３１５５ 

住 所 鹿児島県肝属郡南大隅町根占川北 413 F A X ０９９４－２４－３１５６ 

担 当 者 吉福知明   

U R L https://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/minamiosumi/ 

E - m a i l Minamiosumi-sh@edu.pref.kagoshima.jp 

商業科ではあるが、２年次より情報処理コース、簿記会計コース、地域連携コース、スポーツコー

スに分かれてそれぞれを深く学びます。 

スポーツコースは自転車競技部に特化したコースで、環境も整っており全国レベルです。 

現在は１学年１クラスと小規模校の良さを生かし、個別指導で自分の得意を伸ばせる環境です。 

地域みらい留学もしており、自転車競技を目的としてきている生徒もいます。在校生は地元のイベ

ントにも積極的に関わり、交流の場を増やしています。少子高齢化が進む南大隅町、錦江町にとって

も、地域に高校があることの重要性がますます高まってきています。詳しくはホームページやインス

タグラムをご覧ください。公式インスタ：minamiosumihighschool  newencounterkagoshima 

 

４．予算関係(費用) 

地元企業、高校生が考案するということで、かなりお安く製造させていただきました。費用に関し

ては補助金を申請し、活用させていただきました。 



 
 
 

９．今後の課題・展望等 

・ＵＰオイルとＤＯＷＮオイル各５０個のみ製造したので在庫がなくなるまでの販売となりま

す。 
・インスタの更新、販路拡大の広報活動など、後輩が引き継いでどこまでできるかが課題です。 

「マッサージオイル」が誕生した主な経緯は、「地元の企業や原材料」を有効活用し、地域を盛り上

げたいという思いがきっかけです。 
 
具体的な開発の経緯や背景は以下の通りです。 
開発のヒント： 地元企業の「ボタニカルファクトリー」様の活動に注目し、さらに、普段自転車競

技部としての活動を維持するために何ができるか考えて、オイル作りが生まれました。 
 
開発主体と協力者： 鹿児島県立南大隅高等学校の商業科における「課題研究」の一環として取り組

みました。 
開発にあたっては、「ボタニカルファクトリー」様の協力を得ています。 
 
役割分担： 高校生がアイデアとラベルのデザインを提案し、企業側が製造やラベル製作の調整を担

う形で共同開発されました。 
開発者紹介：永橋湧斗(自転車競技部) 
2024 年度おもな成績 
・全国選抜自転車競技大会  ポイントレース  1 位 
・全国高等学校総合体育大会 4km 速度競争   2 位 
・全日本選手権大会     3km 個人追い抜き 1 位 
              ポイントレース  1 位 
ラベル制作の工夫： ＵＰオイルとＤＯＷＮオイルの 2 種類を作成しました。 
【ＵＰオイルの全成分】ホホバ種子油、マカデミア種子油、ジャスミン油、 

マンダリンオレンジ果皮油、コリアンダー果実油、コショウ果実油 
ニュウコウジュ油 

【ＤＯＷＮオイルの全成分】ホホバ種子油、マカデミア種子油、ラベンダー花油、 
イランイラン花油、ニオイテンジクアオイ油、レモン果皮油 

 
  

 
 

５．開発経緯等 

８．商標登録の有無 

○無  

なし 

 

７．協力者等 

○有  
 

株式会社ボタニカルファクトリー 
 

 

６．販売形態・期間 

○有  

イベントでの対面販売 
学校またはインスタグラムにてご連絡ください。(在庫がなくなるまで) 

 


